
被災地における災害ボランティアセンター活動支援の
基本的考え方～改定の背景とポイント

【社協災害VCをめぐる状況】

➢大規模かつ広域被災する災害が頻発

➢新型コロナウイルス禍では支援が制限

➢南海トラフ地震、首都直下型地震など巨大
災害発生時は、外部支援が期待できない

➢行政・社協、NPO・ボランティア等の連
携・協働の考え方の広がり

【災害支援を行う社協の課題】

➢災害発生時、社協の事業・活動が災害ボラン
ティアセンター運営に集中

➢要配慮者支援や災害時も継続が必要な業務が
停滞との指摘

➢社協の応援派遣のみで災害VCを支えることの
限界

➢南海トラフ地震や首都直下型地震では、被災
地外からの支援が困難になることが想定

社協が中心となって、災害ボランティアセンターの運営を支える

「被災地における災害ボランティアセンターの活動支援の基本的考え方」（H25/3）の改定

◆社協とともに地元関係者主体による「協働型災害ボランティアセンター」としての体制強化

◆社協の強み・機能と災害支援の経験などを活かした被災地・被災者支援の取組強化
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改定のポイント①
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【検討の範囲】
➢災害VCの運営に関する事
項に限定

➢ブロック派遣を実施する規
模に限定

➢実施期間：応急・緊急対応
～避難所閉鎖



改定のポイント②

【改定の考え方】
➢社協によるブロック派遣は立上期に集中し、徐々に被災地元による運営に移行
➢「災害VC運営者」は社協とともに、地域の多様な人材で担う
➢こうした考え方の下に、災害VCの担い手を、①運営者（災害VCの運営の実務を担う）、②マネー
ジャー（災害VCのマネジメント実務、必要に応じて社協事業活動の支援調整等を担う）の2層化

➢現在、災害VC運営者研修を見直すとともに、 ｢災害VCマネージャー」を開発中。年度内に「災害
VC運営者」のプログラム・テキスト・演習ツール等を開発。｢災害VCマネージャー研修」につい
てもモデル研修を実施（予定）

➢被災市区町村内⇒近隣市区町村⇒県域⇒ブロック⇒全国といった段階的な応援スキームを維持
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改定のポイント③

【活動資金】

災害規模、活動期間等に応じて
必要な財源を確保

➢公費
国費（災害救助費、交付税等）
都道府県補助、市区町村補助

➢共同募金会
災害等準備金

➢地域福祉推進委員会

福祉救援活動資金援助制度

➢全社協

大規模災害支援活動基金

➢その他
基金等民間財源、企業寄付
拠金活動 など
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